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◇
実

施
日

；
２

０
１

６
年

０
８

月
２

１
日

(
日

)
 

小
雨

後
時

々
晴

、
２

１
℃

 

◇
参

加
者

；
玉

岡
憲

明
・

明
、

川
島

 
功

、
児

嶋
道

夫
、

中
前

 
偉

、
 

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
濱

野
兼

吉
、

大
江

加
予

子
、

畑
林

清
子

 

梶
野

照
雄

、
大

門
健

一
(
前

泊
)
。

 
 

 
 

 
 

１
２

名
。

 

 
 
 

 
玉

岡
・
生

熊
・
川

島
車

で
熊

野
川

行
政

局
へ

向
い

、
中

前
車

に
生

熊
夫

妻
、
 

濱
野

氏
が

分
乗

し
、

中
前

・
玉

岡
・

川
島

車
で

待
合

せ
の

池
原

へ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

で
西

宮
市

の
大

門
さ

ん
( 民

宿
前

泊
) と

合
流

し
玉

岡

車
に

分
乗

、
簡

単
に

自
己

紹
介

し
て

池
鄕

林
道

か
ら

持
経

宿
に

向
け

出
発

。
 

台
風

１
１

号
が

北
海

道
に

上
陸

し
、

台
風

９
号

が
関

東
方

面
に

北
上

し
つ

つ
あ

り
、

台
風

１
０

号
は

四
国

沖
を

め
ず

ら
し

く
西

南
西

へ
と

進
み

、
そ

の

狭
間

に
あ

っ
て

、
予

報
よ

り
悪

く
雨

が
続

い
て

い
る

ら
し

く
林

道
に

は
落

石

が
多

い
、

そ
れ

を
除

去
し

な
が

ら
進

む
が

、
林

道
の

荒
れ

よ
う

は
尋

常
で

は

な
い

。
先

頭
の

川
島

車
に

乗
っ

た
児

嶋
さ

ん
が

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

車
か

ら
降

り
、

落
石

を
除

去
す

る
姿

を
見

な
が

ら
申

し
訳

な
く

思
う

。
 

梶
野

さ
ん

か
ら

無
線
( 山

彦
Ｇ

の
備

品
) が

繋
が

り
、

間
も

な
く

下
北

山
と

の
こ

と
。
「

こ
ち

ら
は

濱
野

、
林

道
を

進
ん

で
い

ま
す

」
と

応
答

。
 

林
道

ゲ
ー

ト
直

前
の

支
谷

か
ら

砂
利

が
路

面
に

流
れ

込
み

、
車

が
立

ち
往

生
。

全
員

降
り

て
流

れ
込

ん
だ

石
を

必
死

で
掻

き
出

し
平

ら
に

し
て

、
何

と

か
車

を
通

し
持

経
宿

へ
。

途
中

、
雨

具
着

用
の

登
山

者
と

出
会

う
。
 

し
ば

ら
く

し
て

梶
野

さ
ん

が
「

ま
た

、
パ

ン
ク

や
」

と
小

屋
に

連
絡

が
入

っ
て

く
る

。
こ

れ
で

７
回

目
、

今
年

に
入

っ
て

５
回

目
と

の
こ

と
。

そ
う

い

え
ば

以
前

も
パ

ン
ク

し
、

車
か

ら
ジ

ャ
ッ

キ
を

取
り

出
し

タ
イ

ヤ
を

取
替

え

る
の

に
、

手
品

の
ご

と
く

手
際

よ
く

や
っ

て
の

け
た

。
ま

た
、

前
回

は
玉

岡

車
が

パ
ン

ク
を

し
た

し
、

中
前

車
も

新
品

タ
イ

ヤ
を

パ
ン

ク
さ

せ
た

と
聞

い

た
。

こ
れ

だ
け

で
も

池
鄕

林
道

の
道

路
状
況

が
ど

ん
な

も
の

か
、
判

っ
て

い

た
だ

け
る

と
思

う
。
 

９
時
半

前
に

全
員

が
揃

っ
た

と
こ
ろ

で
、
お
堂

に
集

合
し

、
中

前
・

行
者

の
ホ
ラ
貝

の
吹
鳴

を
合
図

に
勤

行
、
本

日
の
作
業

と
峰

中
安

全
を
祈
願

す
る

。
 

小
雨

で
は
毛
布

が
干

せ
ず

、
玉

岡
憲

明
、

生
熊

敏
男

、
大

江
加
代

子
さ

ん

に
不
動
堂
裏

の
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

で
囲

っ
て
積

ん
で

あ
る
薪

を
、
薪

小
屋

へ
の

移
管
作
業

を
お
願

い
し

て
、
残

り
の

９
名

が
平
治

宿
へ

。
 

    
    

    

 
池

原
駐

車
場

で
合

流
 

 
 

不
動

堂
で

勤
行

 
 

 
林

道
切

通
し

か
ら

奥
駈

道
へ
    

 下
界

で
は
猛
暑

が
続

き
秋

を
感
じ

る
こ

と
は

な
い

が
、

こ
こ

で
は

キ
ノ
コ

が
あ

ち
こ

ち
に

生
え

て
、

一
足
早

い
秋

の
気
配

が
感
じ

ら
れ

る
。
 

霧
雨

で
や

や
視
界

が
悪

く
、

雨
を
想
定

し
て
カ

ッ
パ

を
着

て
歩

き
始

め
た

が
、
途

中
休
憩

の
第

３
７
次
刈
峰

行
標
識

の
所
(P
1
1
6
0
m
) で
カ

ッ
パ

を
脱

ぐ
。
 

空
は

時
折
雲

が
切

れ
て
青
空

も
顔

を
出

し
始

め
る

。
天
気

予
報

は
午

後
か

ら
は

晴
れ

と
の

こ
と

。
 

平
治

宿
小

屋
に

は
１

０
時
４

０
分
頃

に
到

着
。

玉
岡

明
さ

ん
は

、
平
治

宿

に
は

３
０

年
ぶ

り
に

な
る

と
の
事

で
あ

る
。
 

川
島
代
表

よ
り
本

日
の
作
業

は
、

小
屋
裏

の
倒
木
処
理

と
水
場

の
整

備
を

行
う

と
指
示

が
あ

り
、

濱
野

・
大

門
・

玉
岡

明
の

３
名

は
、

ポ
リ

タ
ン

ク
を

背
負

子
に

つ
け
水
場

へ
下

る
。
水
場

へ
の
ル

ー
ト

は
来

る
度

に
荒

れ
が
ひ
ど

く
な

っ
て

い
る

。
慎
重

に
足
元

を
確
認

し
な

が
ら

降
り

る
。

途
中

雨
が

多
い

た
め

か
大

き
な
ガ
マ
ガ
エ
ル

が
径

の
脇

と
、
貯
水
槽

の
中

に
浮

い
て

い
る

。
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千
年

桧
祠

前
に

て
 

 
 

P
1
1
6
0
m
で

小
休

止
 

 
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
倒

木
処

理
 

 水
槽

の
中

に
流

れ
込

ん
だ
土

砂
を
三
人

で
掻

き
出

す
。
作
業

は
そ

れ
程
労

力
を
要

す
こ

と
な

く
終
了

す
る

。
 

水
量

が
多

く
水
槽

に
は

す
ぐ
水

が
た

ま
り

、
澄

ん
で

く
る

。
持

参
し

た
ポ

リ
タ

ン
ク

に
水

を
入

れ
小

屋
へ

、
水
場
付
近

に
は
ホ

ト
ト
ギ

ス
の
白

い
花

が

咲
き
始

め
、
季
節

は
夏

か
ら
秋

に
か
わ

り
は
じ

め
て

い
る

。
 

 
 

 

 
水

槽
点

検
 

 
 

 
 

 
水

槽
底

浚
え

済
 

 
 

 
水

ポ
リ

タ
ン

の
荷

上
げ
 

 児
嶋

さ
ん

は
、
大
枝

の
ブ
ナ
倒
木

を
約
４

５
㎝

に
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

小
切

る
。

チ
ェ

ン
ソ

ー
の
切

れ
が

悪
い
様

で
あ

り
、
刃

が
締

め
付

け
ら

れ
な

い
様

に
、

川
島

・
中

前
氏

が
加
勢

す
る

と
共

に
小
枝

を
鋸

で
切

り
薪

に
す

る
。
 

小
屋
内

の
掃

除
を
終

え
た
女
性
陣

、
背
負

子
の
留

め
金

の
修
繕

を
終

え
た

梶
野

氏
も

加
わ

り
、
小
切

っ
た
丸
太

と
小
枝

を
切

っ
た
薪

を
小

屋
前

に
運
ぶ

。
 

倒
木
処
理
班

も
順
調

よ
く
仕
事

が
捗

り
、

小
屋

の
庭

先
に

小
切

っ
た
丸
太

が
丸

く
並
べ

ら
れ

て
い

る
。
薪

用
に
短

く
切

ら
れ

た
倒
木

は
、

年
輪

が
細

か

く
び

っ
し

り
詰

ん
で

い
て

、
い

か
に
厳

し
い
環
境

で
育

っ
た

か
が

見
て

取
れ

る
。
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
扱

う
児

嶋
さ

ん
も
切

る
の

が
難

し
そ

う
で

あ
る

。
 

人
出

が
多

く
順
調
良

く
仕
事

が
進

み
、
昼
食

は
切

ら
れ

た
薪

用
の
丸
太

を

椅
子

に
し

て
、

小
屋

の
中

か
ら
机

を
出

し
て
飯

台
に
昼
食

を
と

る
。
 

気
温

は
２

１
度

、
峰

を
渡

る
風

は
非

常
に
涼

し
く
肌
寒

く
感
じ

、
陽

が
恋

し
く

な
る

く
ら

い
で

あ
る

。
 

い
つ

も
の

よ
う

に
児

嶋
さ

ん
が
冷

た
い
コ

ー
ヒ

ー
と
お
菓

子
を

、
下
界

の

猛
暑

が
ウ
ソ

の
よ

う
な
ひ

と
と

き
で

あ
っ

た
。

小
屋

前
で

平
治

宿
班

の
記
念

撮
影

を
す

ま
せ

持
経

宿
へ
戻

る
。

 

    
    

    

チ
ェ

ン
ソ

ー
倒

木
処

理
 

 
倒

木
丸

太
に

座
り

昼
食

 
 

平
治

宿
班

・
下

山
前

 

    

太
陽
光

発
電

の
携
帯

用
の
充
電
器

に
不

具
合

が
生
じ

た
の

か
。

児
嶋

・
梶

野
の
両

氏
が
調
整

に
か

か
る

。
１

２
時
４

０
分

持
経

宿
に

向
け

出
発

。
 

こ
の
頃

に
は
天
気

も
回
復

し
て
青
空

が
顔

を
出

す
。
千

年
桧
祠

に
到

着
し

、

作
業

の
無
事
終
了

と
峰

中
の
安

全
通
過

の
報
告

を
兼
ね
勤

行
。
 

先
月
末

に
供

え
ら

れ
た
ミ

ヤ
マ
シ

キ
ビ

の
葉

が
あ

ま
り

新
し

い
の

で
、
天

然
物

は
元
気

で
長

持
ち

す
る

と
思

っ
て

い
た

ら
、
残
留

の
３
人

が
千

年
桧
祠



 3 

ま
で
来

て
、

大
江

さ
ん

が
新

し
く

取
り

替
え

て
く

れ
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。
 

生
熊

・
大

江
さ

ん
は

、
不
動
堂
裏

の
薪

を
練

り
箱

・
コ

ン
テ
ナ

を
使

い
薪

小

屋
上
段

に
積

み
上
げ
整
理

し
て

く
れ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
本
当

に
お
疲

れ

様
で

し
た

。
 

玉
岡

さ
ん
達

が
千

年
桧
祠

か
ら
戻

る
と

、
吉

野
か

ら
奥
駈

中
( 深
仙

宿
泊
)

の
若

者
が
濡

れ
た
衣
服
等

を
囲
炉
裏

で
乾

か
し

て
い

た
。
本

日
、

行
仙

宿
泊

し
て

、
最
終
本

宮
に

行
く

と
の

こ
と

。
若

い
か

ら
出
来

る
こ

と
で

こ
の

時
期

の
縦
走

は
水

の
確
保

を
含

め
、
体
力
的

に
も

大
変

で
あ

る
。
 

行
仙

宿
に

も
ス

ト
ー
ブ

が
あ

り
、

ポ
リ

タ
ン

の
水

も
あ

る
と

思
わ

れ
、
衣

服
を
乾

か
せ

る
と

無
事

を
祈

っ
て
送

り
出

す
。
荷

が
後

に
重
心

が
あ

る
と

思

っ
た

ら
ザ

ッ
ク

２
個

を
重
ね

て
担

い
で

い
る

。
バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
が
致

し
か

た
な

い
様

だ
、
若

い
人

は
と

・
・

・
・

・
。
 

ま
た

、
朝

池
鄕

林
道

を
登

っ
て

き
た
老
人

は
、

持
経

宿
小

屋
ま

で
来

た
が

そ
の

ま
ま
引

き
返

し
た

よ
う

で
あ

っ
た

。
    

    
    

    

    
千

年
桧

祠
で

勤
行

 
 

 
持

経
宿

ベ
ン

チ
に

て
 

 
屋

外
の

薪
移

管
で

満
杯

の
薪

小
屋

 
 
 

 
 

不
動
堂

に
お
供

え
し

た
ぶ
ど

う
巨
峰

や
富

山
の
呉
羽
梨

の
差

し
入

れ
が

あ

り
豪
華

な
デ
ザ

ー
ト

と
な

り
小
休
止

後
、

１
４

時
頃

持
経

宿
を

下
山

。
 

梶
野

車
の

取
替

え
た

ス
ペ
ア

タ
イ

ヤ
の
空
気
圧

は
、
少

な
い

が
と

り
あ

え

ず
池

原
ス
ホ

ー
ツ

公
園
駐

車
場

ま
で
移
動

。
こ

の
状
態

で
は
走

行
無
理

と
判

断
し

て
公

園
に

車
を
置

く
事

に
な

る
。
幸

い
、

西
宮

市
へ
帰
宅

す
る

大
門

さ

ん
の

車
で
堺

市
に
戻

り
、

後
日
交
換

タ
イ

ヤ
を

持
っ

て
取

り
に
来

る
と

の
こ

と
( 翌

日
友
人

に
送

っ
て
貰

い
無
事

回
収
) 。

 

池
原

へ
下

る
と

、
と

に
か

く
蒸

し
暑

い
。

ス
ボ

ー
ツ

公
園

で
解
散

し
そ

れ

ぞ
れ
帰

路
に

着
く

。
 

 
 

 
 

 
 
    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
5
0
→
7
:
1
0
熊

野
川
町
7
:
2
0
→
8
:
0
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
8
:
2
0
→
9
:
1
5

持
経

宿
9
:
4
0
→
1
0
:
3
5
平
治

宿
→
水
場
点
検
・
倒
木
処
理
→
1
1
:
5
0
昼
食
1
1
:
3
0

→
平
治

宿
1
2
:
4
0
→
1
3
:
3
0
持

経
宿
1
4
:
0
0
→
1
4
:
5
0
池

原
1
5
:
1
0
→
1
6
:
2
0
新

宮
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
( 記

；
濱

野
。
写
真

；
; 川

島
・

玉
岡
) 

    

 
 

 
 

 
 

 


